










救命救急分野 における初療時の職業感染 の予防に対す る現状 と対策
一当セ ンター と他施設 との比較を行 って一























染の予防対策 について考察 したので ここに報告する。
II.調 査方法
1.対 象:初 療経験のある大阪大学医学部附属病院救命
救急センター(以 下当センターと記す)の 看護者18名 と


















に思 う理由、SPの 意識の有無、初療時に使用 している感
染予防物品の有無、手袋の使用方法
5.分 析
1)SPの 意識 ・実施の有無について有を1点 、無を
0点 として配点し全対象者の合計点を出した。














回答方法:質 問に対 しては、有(は い ・使用す る ・着用する)、無(い いえ ・使用 し








7.あ なたは6.で 選んだ物品を初療時最初か ら最後まで必ず使用 していますか
8.粘 膜 ・損傷のある皮膚に接触す るとき手袋を着用 していますか
9.他 の患者に接触する前手袋 を交換 し再度着用 していますか
10.同 一患者でも汚染した後手袋を交換 し再度着用していますか
11.血 液 ・体液な どに接触す るとき手袋を着用 していますか
12.血 液 ・体液などが飛散す るときマスクを装着 していますか
13.血 液 ・体液などが飛散す るときゴーグルを装着していますか
14.血 液 ・体液などが飛散す るときフェイスシール ドを装着していますか
15.血 液 ・体液な どが飛散す るときガウンを装着 していますか











7.初 療室に職業感染予防対策 として、常時準備 されている 物品は何ですか?





手袋 ・マスク ・ゴーグル ・フェイスシール ド・ガウンが
常備されていた。他施設では全施設共に手袋 ・マスクは














































































































































満足 している 4名(28.6%) 48名(47.5%)







して、手袋 ・マスク ・ガウン ・ゴーグル ・フェイスシール
ドの着用が行えているかどうかについて、すべて着用でき















意識 している 14名(100%) 101名(100%)
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